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(57)【要約】
【課題】長期間にわたって高い発電効率を維持できる太陽電池モジュールを構成すること
が可能なバックシート、及び、太陽電池モジュールを提供する。
【解決手段】水不透過性シート、及び、前記水不透過性シートの少なくとも一方の面に形
成された塗膜を有する太陽電池モジュールのバックシートであって、前記塗膜は、硬化性
官能基含有含フッ素ポリマーを含む塗料からなり、この塗膜の、少なくとも水不透過性シ
ートと反対側の面に表面処理層が形成されていることを特徴とする太陽電池モジュールの
バックシート。
【選択図】　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
水不透過性シート、及び、前記水不透過性シートの少なくとも一方の面に形成された塗膜
を有する太陽電池モジュールのバックシートであって、
前記塗膜は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーを含む塗料からなり、
この塗膜の、少なくとも水不透過性シートと反対側の面に表面処理層が形成されている
ことを特徴とする太陽電池モジュールのバックシート。
【請求項２】
表面処理層は、コロナ放電処理及び／又はプラズマ放電処理により得られる請求項１記載
の太陽電池モジュールのバックシート。
【請求項３】
硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、含フッ素単量体に基づく重合単位と、水酸基含有
単量体、カルボキシル基含有単量体、酸無水物単量体、アミノ基含有単量体、及び、シリ
コーン系ビニル単量体からなる群より選択される少なくとも１種の硬化性官能基含有単量
体に基づく重合単位と、を含む請求項１又は２記載の太陽電池モジュールのバックシート
。
【請求項４】
含フッ素単量体は、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、及び、ビニ
リデンフルオライドからなる群より選択される少なくとも１種である請求項３記載の太陽
電池モジュールのバックシート。
【請求項５】
前記塗料は、更に、キシリレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）シク
ロヘキサンからなる群より選択される少なくとも１種のイソシアネートから誘導されるポ
リイソシアネート化合物、ヘキサメチレンジイソシアネートに基づくブロックイソシアネ
ート化合物、ヘキサメチレンジイソシアネートから誘導されるポリイソシアネート化合物
、並びに、イソホロンジイソシアネートから誘導されるポリイソシアネート化合物からな
る群より選択される少なくとも１種の化合物を含む請求項１、２、３又は４記載の太陽電
池モジュールのバックシート。
【請求項６】
請求項１、２、３、４又は５記載のバックシート、及び、前記バックシートの上に形成さ
れた封止材層を有することを特徴とする太陽電池モジュール。
【請求項７】
封止材層は、前記表面処理層の上に形成されている請求項６記載の太陽電池モジュール。
【請求項８】
ダンプヒート試験４０００時間後の最大出力が、試験開始時の最大出力の９０％以上であ
る請求項６又は７記載の太陽電池モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、太陽電池モジュールのバックシート、及び、太陽電池モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
太陽電池モジュールは、通常、表面層、太陽電池セルを封止する封止材層、及び、バック
シートからなる。封止材層を形成する封止材としては通常、エチレンと酢酸ビニルとの共
重合体（以下、ＥＶＡともいう。）が用いられている。
【０００３】
バックシートには、機械的強度、耐候性、防水・防湿性、電気絶縁性等、種々の特性が要
求される。通常のバックシートの構成は多層構造になっており、例えば太陽電池セルの封
止材層と接する側から順に、太陽電池の封止材側に位置する裏面層／水不透過性シート／
最も外側に位置する耐候層からなっている。
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【０００４】
一般的には耐候層及び該裏面層には、耐候性、防水・防湿性、及び、電気絶縁性に優れる
等の理由からポリフッ化ビニルのフィルムなどの樹脂シートが用いられ、水不透過性シー
トにはＰＥＴフィルムが用いられている。また、バックシートに高い防水・防湿効果が要
求される場合には、水不透過性シートの表面に、シリカ等の金属化合物を蒸着したＰＥＴ
フィルム、またはアルミ箔等の金属層、が設けられている。
【０００５】
バックシートの厚さは、要求特性や、耐久性、遮光性等の諸要求特性を満たすため、通常
２０～５００μｍとされる。しかし、近年、バックシートの軽量化及び薄膜化が要求され
ている。
【０００６】
そこで、樹脂シートに代えて樹脂塗料を用いて同様の層を形成することが提案されている
。例えば、樹脂塗料としてエポキシ樹脂塗料を用いることが検討されている（例えば、特
許文献１参照。）。しかしエポキシ樹脂塗料は硬化塗膜の耐候性の点で不充分であり、実
用化には至っていない。
【０００７】
また、官能基をもたないＰＶｄＦにテトラアルコキシシランまたはその部分加水分解物を
特定量配合したＰＶｄＦ系塗料で金属基材（水不透過性シート）を塗装する２層構造のバ
ックシートが提案されている（例えば、特許文献２参照。）。このＰＶｄＦ系塗料はＰＶ
ｄＦが官能基をもたないので、単独では封止剤であるＥＶＡとの接着性にも劣っている。
この点を特許文献２ではテトラアルコキシシランまたはその部分加水分解物を特定量配合
し、ＥＶＡとの界面にテトラアルコキシシランまたはその部分加水分解物を配向させるこ
とで改善しようとしている。
【０００８】
また、水不透過性シートの少なくとも一方の面に硬化性官能基含有含フッ素ポリマー塗料
の硬化塗膜が形成されてなる太陽電池モジュールのバックシートが提案されている（例え
ば、特許文献３参照。）。該硬化性官能基含有含フッ素ポリマーとして硬化性テトラフル
オロエチレン（ＴＦＥ）系共重合体（ゼッフルＧＫ５７０）が開示されている。特許文献
３には、該硬化性官能基含有含フッ素ポリマー塗料を用いることにより、従来のシートの
貼り合せに比べてバックシートの厚さを薄くでき、機械的強度を維持しつつ薄膜化・軽量
化を図ることができることや、水不透過性シートとの接着性が、含フッ素ポリマーに官能
基を導入することにより、テトラアルコキシシラン等を添加せずとも、向上させることが
できることが記載されている。
【０００９】
また、基材シートの片側または両側に、フルオロオレフィン（ａ）に基づく繰り返し単位
、架橋性基含有モノマー（ｂ）に基づく繰り返し単位、及び、４級炭素原子を含まない炭
素数２～２０の直鎖または分岐アルキル基と重合性不飽和基とがエーテル結合またはエス
テル結合によって連結されてなるアルキル基含有モノマー（ｃ）に基づく繰り返し単位、
を有する含フッ素ポリマー（Ａ）を含む塗料の硬化塗膜層が形成された太陽電池モジュー
ル用バックシートが提案されている（例えば、特許文献４参照。）。特許文献４には、こ
のような硬化塗膜層は柔軟性、基材との密着性に特に優れ、ヒビや割れ、白化、剥離の問
題を起こすことのない、軽量で生産性に優れた太陽電池モジュール用バックシートが得ら
れる旨が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平７－１７６７７５号公報
【特許文献２】特開２００４－２１４３４２号公報
【特許文献３】国際公開第２００７／０１０７０６号パンフレット
【特許文献４】国際公開第２００９／１５７４４９号パンフレット
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
上述したように、太陽電池モジュールのバックシートが種々検討されているが、各種要求
特性をより高いレベルで実現するためには、未だ検討の余地がある。
例えば、従来の太陽電池モジュールでは、長期間にわたって使用すると、発電効率が大幅
に低下するという問題があり、例えば国際規格であるＩＥＣ６１２１５などに記載された
加速試験の一つである恒温恒湿試験（ダンプヒート試験）で評価した場合、実際の屋外で
の使用において３０年から４０年に相当すると言われている４０００時間の試験で、最大
出力Ｐｍａｘから算出される発電効率が半減してしまうこともあった（例えば、第Ｉ期高
信頼性太陽電池モジュール開発評価コンソーシアム成果報告書（独立行政法人　産業技術
総合研究所　太陽光発電光学研究センター著、２０１１年、ｐ．３１５）参照。）。
【００１２】
本発明は、上記現状に鑑みてなされたものであり、長期間にわたって高い発電効率を維持
できる太陽電池モジュールを構成することが可能なバックシート、及び、太陽電池モジュ
ールを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
本発明者は、発電効率に優れた太陽電池モジュールについて種々検討するうち、太陽電池
モジュールを構成するバックシートとして、水不透過性シートの少なくとも一方の面に、
硬化性官能基含有含フッ素ポリマーを含む塗料からなる塗膜が形成され、かつ該塗膜の、
少なくとも水不透過性シートと反対側の面に表面処理層が形成されたバックシートを用い
ると、該バックシートを備える太陽電池モジュールが、長期間使用しても高い発電効率を
維持できるものとなることを見いだした。より具体的には、上記バックシートを備える太
陽電池モジュールにおいて上記表面処理層が封止材層と接している場合に、該太陽電池モ
ジュールが、長期間の使用において高い発電効率を維持できることを見いだし、上記課題
をみごとに解決することができることに想到し、本発明に到達したものである。
【００１４】
すなわち、本発明は、水不透過性シート、及び、上記水不透過性シートの少なくとも一方
の面に形成された塗膜を有する太陽電池モジュールのバックシートであって、上記塗膜は
、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーを含む塗料からなり、この塗膜の、少なくとも水不
透過性シートと反対側の面に表面処理層が形成されていることを特徴とする太陽電池モジ
ュールのバックシートである。
【００１５】
本発明はまた、上記バックシート、及び、上記バックシートの上に（好ましくは表面処理
層の上に）形成された封止材層を有することを特徴とする太陽電池モジュールでもある。
以下に本発明を詳細に説明する。
【００１６】
本発明の太陽電池モジュールのバックシート（以下、単に本発明のバックシートともいう
。）は、水不透過性シート、及び、該水不透過性シートの少なくとも一方の面に形成され
た塗膜（以下、本発明における塗膜ともいう。）を有するものである。
【００１７】
上記塗膜は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーを含む塗料（以下、本発明における塗料
ともいう。）からなるものである。
本発明の塗料の各成分について説明する。
【００１８】
上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマーとしては、含フッ素ポリマーに硬化性の官能基を
導入したポリマーが挙げられる。なお、含フッ素ポリマーには明確な融点を有する樹脂性
のポリマー、ゴム弾性を示すエラストマー性のポリマー、その中間の熱可塑性エラストマ
ー性のポリマーが含まれる。
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【００１９】
含フッ素ポリマーに硬化性を与える官能基としては、例えば水酸基（但し、カルボキシル
基に含まれる水酸基は除く。以下、同じ。）、カルボキシル基、－ＣＯＯＣＯ－で表され
る基、シアノ基、アミノ基、グリシジル基、シリル基、シラネート基、イソシアネート基
等があげられ、ポリマーの製造の容易さや硬化系に併せて適宜選択される。なかでも、硬
化反応性が良好な点から水酸基、カルボキシル基、－ＣＯＯＣＯ－で表される基、シアノ
基、アミノ基、及び、シリル基からなる群より選択される少なくとも１種の基が好ましく
、水酸基、カルボキシル基、アミノ基、及び、シリル基からなる群より選択される少なく
とも１種の基がより好ましく、特にポリマーの入手が容易な点や反応性が良好な点から水
酸基、及び、カルボキシル基からなる群より選択される少なくとも１種の基が更に好まし
い。これらの硬化性官能基は、通常、含フッ素単量体と硬化性官能基含有単量体とを共重
合することにより含フッ素ポリマーに導入される。
【００２０】
硬化性官能基含有単量体としては、例えば、水酸基含有単量体、カルボキシル基含有単量
体、酸無水物単量体、アミノ基含有単量体、及び、シリコーン系ビニル単量体を挙げるこ
とができ、これらの１種又は２種以上を用いることができる。
上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、含フッ素単量体に基づく重合単位と、水酸基
含有単量体、カルボキシル基含有単量体、酸無水物単量体、アミノ基含有単量体、及び、
シリコーン系ビニル単量体からなる群より選択される少なくとも１種の硬化性官能基含有
単量体に基づく重合単位とを含むことが好ましい。また、上記硬化性官能基含有含フッ素
ポリマーは、含フッ素単量体に基づく重合単位と、水酸基含有単量体及びカルボキシル基
含有単量体からなる群より選択される少なくとも１種の硬化性官能基含有単量体に基づく
重合単位とを含むことがより好ましい。
【００２１】
硬化性官能基含有単量体に基づく重合単位は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーの全重
合単位に対して、１～２０モル％であることが好ましい。より好ましい下限は２モル％で
あり、より好ましい上限は１０モル％である。
【００２２】
上記硬化性官能基含有単量体としては、例えば次のものが例示できるが、これらのみに限
定されるものではない。なお、これらの１種又は２種以上を用いることができる。
【００２３】
（１－１）水酸基含有単量体：
水酸基含有単量体としては、例えば２－ヒドロキシエチルビニルエーテル、３－ヒドロキ
シプロピルビニルエーテル、２－ヒドロキシプロピルビニルエーテル、２－ヒドロキシ－
２－メチルプロピルビニルエーテル、４－ヒドロキシブチルビニルエーテル、４－ヒドロ
キシ－２－メチルブチルビニルエーテル、５－ヒドロキシペンチルビニルエーテル、６－
ヒドロキシヘキシルビニルエーテル等の水酸基含有ビニルエーテル類；２－ヒドロキシエ
チルアリルエーテル、４－ヒドロキシブチルアリルエーテル、グリセロールモノアリルエ
ーテル等の水酸基含有アリルエーテル類等が挙げられる。これらのなかでも水酸基含有ビ
ニルエーテル類、特に４－ヒドロキシブチルビニルエーテル、２－ヒドロキシエチルビニ
ルエーテルが重合反応性、官能基の硬化性が優れる点で好ましい。
【００２４】
他の水酸基含有単量体としては、例えばアクリル酸２－ヒドロキシエチル、メタクリル酸
２－ヒドロキシエチル等の（メタ）アクリル酸のヒドロキシアルキルエステル等が例示で
きる。
なお、後述するカルボキシル基含有単量体は、上記水酸基含有単量体には含まれないもの
とする。
【００２５】
（１－２）カルボキシル基含有単量体：
カルボキシル基含有単量体としては、例えば一般式（１）：
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【００２６】
【化１】

【００２７】
（式中、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は同じかまたは異なり、いずれも水素原子、アルキル基、ア
リール基、カルボキシル基またはアルコキシカルボニル基；ｎは０または１である）で表
わされる不飽和モノカルボン酸、不飽和ジカルボン酸、そのモノエステル等の不飽和カル
ボン酸類；または一般式（２）：
【００２８】
【化２】

【００２９】
（式中、Ｒ６及びＲ７は同じかまたは異なり、いずれも飽和または不飽和の直鎖または環
状アルキル基；ｎは０または１；ｍは０または１である）で表わされるカルボキシル基含
有ビニルエーテル単量体等が挙げられる。
【００３０】
上記一般式（１）で表される不飽和カルボン酸類の具体例としては、例えばアクリル酸、
メタクリル酸、ビニル酢酸、クロトン酸、桂皮酸、イタコン酸、イタコン酸モノエステル
、マレイン酸、マレイン酸モノエステル、フマル酸、フマル酸モノエステル等が挙げられ
る。それらのなかでも単独重合性の低いクロトン酸、イタコン酸、マレイン酸、マレイン
酸モノエステル、フマル酸、フマル酸モノエステルが、単独重合性が低く単独重合体がで
きにくいことから好ましい。
【００３１】
上記一般式（２）で表されるカルボキシル基含有ビニルエーテル単量体の具体例としては
、例えば３－アリルオキシプロピオン酸、３－（２－アリロキシエトキシカルボニル）プ
ロピオン酸、３－（２－アリロキシブトキシカルボニル）プロピオン酸、３－（２－ビニ
ロキシエトキシカルボニル）プロピオン酸、３－（２－ビニロキシブトキシカルボニル）
プロピオン酸等の１種または２種以上が挙げられる。これらの中でも３－（２－アリロキ
シエトキシカルボニル）プロピオン酸等が、単量体の安定性や重合反応性がよい点で有利
であり、好ましい。
【００３２】
上記カルボキシル基含有単量体としては、上記一般式（１）又は（２）で表されるもの以
外にも、例えば、フタル酸ビニル、ピロメリット酸ビニル等の、多塩基カルボン酸のアル
ケニルエステル等を用いることができる。
【００３３】
（１－３）酸無水物単量体：
酸無水物単量体としては、例えば、マレイン酸無水物等の、不飽和ジカルボン酸の無水物
が挙げられる。
【００３４】
（１－４）アミノ基含有単量体：
アミノ基含有単量体としては、例えばＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ－（ＣＨ２）ｘ－ＮＨ２（ｘ＝０
～１０）で示されるアミノビニルエーテル類；ＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ－ＣＯ（ＣＨ２）ｘ－Ｎ
Ｈ２（ｘ＝１～１０）で示されるアミン類；そのほかアミノメチルスチレン、ビニルアミ
ン、アクリルアミド、ビニルアセトアミド、ビニルホルムアミド等が挙げられる。
【００３５】
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（１－５）シリコーン系ビニル単量体：
シリコーン系ビニル単量体としては、例えばＣＨ２＝ＣＨＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣ
Ｈ３）３、ＣＨ２＝ＣＨＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣ２Ｈ５）３、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３

）ＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓ
ｉ（ＯＣ２Ｈ５）３、ＣＨ２＝ＣＨＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣ２Ｈ５）２、Ｃ
Ｈ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣ２Ｈ５（ＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ

３）ＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２（ＯＣ２Ｈ５）、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２

（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２ＯＨ、ＣＨ２＝ＣＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＯＣＨ３）３

、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣ２Ｈ５（ＯＣＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝
Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（Ｎ（ＣＨ３）ＣＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝Ｃ
ＨＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３〔ＯＮ（ＣＨ３）Ｃ２Ｈ５〕２、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）
ＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣ６Ｈ５〔ＯＮ（ＣＨ３）Ｃ２Ｈ５〕２等の（メタ）アクリル酸
エステル類；ＣＨ２＝ＣＨＳｉ［ＯＮ＝Ｃ（ＣＨ３）（Ｃ２Ｈ５）］３、ＣＨ２＝ＣＨＳ
ｉ（ＯＣＨ３）３、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＯＣ２Ｈ５）３、ＣＨ２＝ＣＨＳｉＣＨ３（ＯＣ
Ｈ３）２、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＯＣＯＣＨ３）３、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＣＨ３）２（ＯＣ

２Ｈ５）、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＣＨ３）２ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ
Ｃ２Ｈ５（ＯＣＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝ＣＨＳｉＣＨ３〔ＯＮ（ＣＨ３）Ｃ２Ｈ５〕２、
ビニルトリクロロシランまたはこれらの部分加水分解物等のビニルシラン類；トリメトキ
シシリルエチルビニルエーテル、トリエトキシシリルエチルビニルエーテル、トリメトキ
シシリルブチルビニルエーテル、メチルジメトキシシリルエチルビニルエーテル、トリメ
トキシシリルプロピルビニルエーテル、トリエトキシシリルプロピルビニルエーテル等の
ビニルエーテル類等が例示される。
【００３６】
含フッ素単量体、すなわち、硬化性官能基が導入される含フッ素ポリマーを形成するため
の単量体としては、例えば、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、ビ
ニリデンフルオライド、ビニルフルオライド、及び、フルオロビニルエーテルを挙げるこ
とができ、これらの１種又は２種以上を用いることができる。
中でも、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、及び、ビニリデンフル
オライドからなる群より選択される少なくとも１種であることが好ましく、テトラフルオ
ロエチレン及びクロロトリフルオロエチレンからなる群より選択される少なくとも１種で
あることがより好ましい。
【００３７】
硬化性官能基が導入される含フッ素ポリマーとしては、該ポリマーを構成する重合単位に
応じて、例えば次のものが例示できる。
【００３８】
（１）パーフルオロオレフィン単位を主体とするパーフルオロオレフィン系ポリマー：
具体例としては、テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）の単独重合体、または、ＴＦＥとヘ
キサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）、パーフルオロ（アルキルビニルエーテル）（ＰＡＶ
Ｅ）等との共重合体、更にはこれらと共重合可能な他の単量体との共重合体等が挙げられ
る。
【００３９】
上記共重合可能な他の単量体としては、例えば酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビ
ニル、イソ酪酸ビニル、ピバリン酸ビニル、カプロン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、
ラウリン酸ビニル、ステアリン酸ビニル、シクロヘキシルカルボン酸ビニル、安息香酸ビ
ニル、パラ－ｔ－ブチル安息香酸ビニル等のカルボン酸ビニルエステル類；メチルビニル
エーテル、エチルビニルエーテル、ブチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニルエーテ
ル等のアルキルビニルエーテル類；エチレン、プロピレン、ｎ－ブテン、イソブテン等非
フッ素系オレフィン類；ビニリデンフルオライド（ＶｄＦ）、クロロトリフルオロエチレ
ン（ＣＴＦＥ）、ビニルフルオライド（ＶＦ）、フルオロビニルエーテル等のフッ素系単
量体等が挙げられるが、これらのみに限定されるものではない。
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【００４０】
これらのうち、ＴＦＥを主体とするＴＦＥ系ポリマーが、顔料分散性や耐候性、共重合性
、耐薬品性に優れている点で好ましい。
【００４１】
具体的な硬化性官能基含有パーフルオロオレフィン系ポリマーとしては、例えばＴＦＥ／
イソブチレン／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ／バー
サチック酸ビニル／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ／
ＶｄＦ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体等があげられ、特にＴ
ＦＥ／イソブチレン／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ
／バーサチック酸ビニル／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体等が
好ましい。
【００４２】
ＴＦＥ系の塗料用硬化性ポリマー組成物としては、例えばダイキン工業（株）製のゼッフ
ルＧＫシリーズ等が例示できる。
【００４３】
（２）クロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦＥ）単位を主体とするＣＴＦＥ系ポリマー：
具体例としては、例えばＣＴＦＥ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重
合体等が挙げられる。
【００４４】
ＣＴＦＥ系の塗料用硬化性ポリマー組成物としては、例えば旭硝子（株）製のルミフロン
、ＤＩＣ（株）製のフルオネート、セントラル硝子（株）製のセフラルコート、東亜合成
（株）製のザフロン等が例示できる。
【００４５】
（３）ビニリデンフルオライド（ＶｄＦ）単位を主体とするＶｄＦ系ポリマー：
具体例としては、例えばＶｄＦ／ＴＦＥ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体
の共重合体等が挙げられる。
【００４６】
（４）フルオロアルキル単位を主体とするフルオロアルキル基含有ポリマー：
具体例としては、例えばＣＦ３ＣＦ２（ＣＦ２ＣＦ２）ｎＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ

２（ｎ＝３と４の混合物）／２－ヒドロキシエチルメタクリレート／ステアリルアクリレ
ート共重合体等が挙げられる。
【００４７】
フルオロアルキル基含有ポリマーとしては、例えばダイキン工業（株）製のユニダインや
エフトーン、デュポン社製のゾニール等が例示できる。
【００４８】
これらのうち、耐候性、防湿性を考慮すると、パーフルオロオレフィン系ポリマーが好ま
しい。
【００４９】
上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、例えば、特開２００４－２０４２０５号公報
に開示される方法により製造することができる。
【００５０】
本発明における塗料中の上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマーの含有量は、塗料中の不
揮発分の総量１００質量％に対し、２０～１００質量％であることが好ましい。
【００５１】
本発明における塗料は、硬化剤を含むことが好ましい。
上記硬化剤は、硬化性ポリマーの官能基に応じて選択され、たとえば水酸基含有含フッ素
ポリマーに対しては、イソシアネート系硬化剤、メラミン樹脂、シリケート化合物、イソ
シアネート基含有シラン化合物などが好ましく例示できる。また、カルボキシル基含有含
フッ素ポリマーに対してはアミノ系硬化剤やエポキシ系硬化剤が、アミノ基含有含フッ素
ポリマーに対してはカルボニル基含有硬化剤やエポキシ系硬化剤、酸無水物系硬化剤が通
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常採用される。
【００５２】
上記硬化剤としては、中でも、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）及びビス（イソシ
アネートメチル）シクロヘキサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）からなる群より選択され
る少なくとも１種のイソシアネートから誘導されるポリイソシアネート化合物、ヘキサメ
チレンジイソシアネート（ＨＤＩ）に基づくブロックイソシアネート化合物、ヘキサメチ
レンジイソシアネート（ＨＤＩ）から誘導されるポリイソシアネート化合物、並びに、イ
ソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）から誘導されるポリイソシアネート化合物からな
る群より選択される少なくとも１種の化合物が好ましい。
【００５３】
硬化剤として、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）及びビス（イソシアネートメチル
）シクロヘキサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）からなる群より選択される少なくとも１
種のイソシアネート（以下、イソシアネート（ｉ）ともいう。）から誘導されるポリイソ
シアネート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（Ｉ）ともいう。）を用いることに
より、本発明における塗料から得られる硬化塗膜が、太陽電池モジュールの封止材との密
着性に優れたものとなる。更に、上記硬化塗膜を有する太陽電池モジュールのバックシー
トが、巻き取り工程等において該硬化塗膜が接触する面に対する耐ブロッキング性に優れ
たものとなる。
上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）としては、例えば、上記イソシアネート（ｉ）と３
価以上の脂肪族多価アルコールとを付加重合して得られるアダクト、上記イソシアネート
（ｉ）からなるイソシアヌレート構造体（ヌレート構造体）、及び、上記イソシアネート
（ｉ）からなるビウレットを挙げることができる。
【００５４】
上記アダクトとしては、例えば、下記一般式（３）：
【００５５】
【化３】

【００５６】
（式中、Ｒ１は、炭素数３～２０の脂肪族炭化水素基を表す。Ｒ２は、フェニレン基又は
シクロヘキシレン基を表す。ｋは、３～２０の整数である。）で表される構造を有するも
のが好ましい。
上記一般式（３）中のＲ１は、上記３価以上の脂肪族多価アルコールに基づく炭化水素基
であり、炭素数３～１０の脂肪族炭化水素基がより好ましく、炭素数３～６の脂肪族炭化
水素基が更に好ましい。
上記Ｒ２がフェニレン基である場合、１，２－フェニレン基（ｏ－フェニレン基）、１，
３－フェニレン基（ｍ－フェニレン基）、及び、１，４－フェニレン基（ｐ－フェニレン
基）のいずれであってもよい。中でも、１，３－フェニレン基（ｍ－フェニレン基）が好
ましい。また、上記一般式（３）中の全てのＲ２が同じフェニレン基であってもよく、２
種以上が混在していてもよい。
上記Ｒ２がシクロヘキシレン基である場合、１，２－シクロヘキシレン基、１，３－シク
ロヘキシレン基、及び、１，４－シクロヘキシレン基のいずれであってもよい。中でも、
１，３－シクロヘキシレン基が好ましい。また、上記一般式（３）中の全てのＲ２が同じ
シクロヘキシレン基であってもよく、２種以上が混在していてもよい。
上記ｋは、３価以上の脂肪族多価アルコールの価数に対応する数である。上記ｋとして、
より好ましくは３～１０の整数であり、更に好ましくは３～６の整数である。
【００５７】
上記イソシアヌレート構造体は、分子中に、下記一般式（４）：
【００５８】
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【化４】

【００５９】
で表されるイソシアヌレート環を１個又は２個以上有するものである。
上記イソシアヌレート構造体としては、上記イソシアネートの三量化反応により得られる
三量体、五量化反応により得られる五量体、七量化反応により得られる七量体等を挙げる
ことができる。
中でも、下記一般式（５）：
【００６０】
【化５】

【００６１】
（式中、Ｒ２は、一般式（３）中のＲ２と同じである。）で表される三量体が好ましい。
すなわち、上記イソシアヌレート構造体は、キシリレンジイソシアネート及びビス（イソ
シアネートメチル）シクロヘキサンからなる群より選択される少なくとも１種のイソシア
ネートの三量体であることが好ましい。
【００６２】
上記ビウレットは、下記一般式（６）：
【００６３】
【化６】

【００６４】
（式中、Ｒ２は、一般式（３）中のＲ２と同じである。）で表される構造を有する化合物
であり、上記イソシアヌレート構造体を得る場合とは異なる条件下で、上記イソシアネー
トを三量化することにより、得ることができる。
【００６５】
上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）としては、中でも、上記アダクト、すなわち、キシ
リレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサンからなる群よ
り選択される少なくとも１種のイソシアネートと、３価以上の脂肪族多価アルコールと、
を付加重合して得られるものであることが好ましい。
【００６６】
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上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）が、上記イソシアネート（ｉ）と３価以上の脂肪族
多価アルコールとのアダクトである場合、該３価以上の脂肪族多価アルコールとしては、
具体的には、グリセロール、トリメチロールプロパン（ＴＭＰ）、１，２，６－ヘキサン
トリオール、トリメチロールエタン、２，４－ジヒドロキシ－３－ヒドロキシメチルペン
タン、１，１，１－トリス（ビスヒドロキシメチル）プロパン、２，２－ビス（ヒドロキ
シメチル）ブタノール－３等の３価アルコール；ペンタエリスリトール、ジグリセロール
等の４価アルコール；アラビット、リビトール、キシリトール等の５価アルコール（ペン
チット）；ソルビット、マンニット、ガラクチトール、アロズルシット等の６価アルコー
ル（ヘキシット）等が挙げられる。中でも、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリト
ールが特に好ましい。
【００６７】
また、上記アダクトの構成成分として用いられるキシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）
としては、１，３－キシリレンジイソシアネート（ｍ－キシリレンジイソシアネート）、
１，２－キシリレンジイソシアネート（ｏ－キシリレンジイソシアネート）、１，４－キ
シリレンジイソシアネート（ｐ－キシリレンジイソシアネート）が挙げられるが、中でも
、１，３－キシリレンジイソシアネート（ｍ－キシリレンジイソシアネート）が好ましい
。
【００６８】
また、上記アダクトの構成成分として用いられるビス（イソシアネートメチル）シクロヘ
キサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）としては、１，３－ビス（イソシアネートメチル）
シクロヘキサン、１，２－ビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサン、１，４－ビス
（イソシアネートメチル）シクロヘキサンが挙げられるが、中でも、１，３－ビス（イソ
シアネートメチル）シクロヘキサンが好ましい。
【００６９】
キシリレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサンからなる
群より選択される少なくとも１種のイソシアネートと、上記のような３価以上の脂肪族多
価アルコールと、を付加重合することにより、本発明で好適に用いられるアダクトが得ら
れる。
【００７０】
本発明で好ましく用いられるアダクトとして、具体的には、例えば下記一般式（７）：
【００７１】
【化７】

【００７２】
（式中、Ｒ８は、フェニレン基又はシクロヘキシレン基を表す。）で表わされる化合物、
すなわち、キシリレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサ
ンからなる群より選択される少なくとも１種のイソシアネートと、トリメチロールプロパ
ン（ＴＭＰ）と、を付加重合することにより得られるポリイソシアネート化合物を挙げる
ことができる。
上記一般式（７）中のＲ８で表されるフェニレン基又はシクロヘキシレン基については、
上記一般式（３）におけるＲ２について述べたとおりである。
【００７３】
上記一般式（７）で表されるポリイソシアネート化合物の市販品としては、タケネートＤ
１１０Ｎ（三井化学株式会社製、ＸＤＩとＴＭＰとのアダクト、ＮＣＯ含有量１１．８％
）、タケネートＤ１２０Ｎ（三井化学株式会社製、Ｈ６ＸＤＩとＴＭＰとのアダクト、Ｎ
ＣＯ含有量１１．０％）等が挙げられる。
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【００７４】
上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）が、イソシアヌレート構造体である場合の具体例と
しては、タケネートＤ１２１Ｎ（三井化学株式会社製、Ｈ６ＸＤＩヌレート、ＮＣＯ含有
量１４．０％）、タケネートＤ１２７Ｎ（三井化学株式会社製、Ｈ６ＸＤＩヌレート、Ｈ
６ＸＤＩの３量体、ＮＣＯ含有量１３．５％）等が挙げられる。
【００７５】
硬化剤として、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）に基づくブロックイソシアネ
ート（以下、単にブロックイソシアネートともいう。）を用いることにより、本発明にお
ける塗料が充分なポットライフ（可使時間）を有するものとなる。
上記ブロックイソシアネートとしては、ヘキサメチレンジイソシアネートから誘導される
ポリイソシアネート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（ＩＩ）ともいう。）をブ
ロック化剤で反応させて得られるものが好ましい。
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＩ）としては、例えば、ヘキサメチレンジイソシアネ
ートと３価以上の脂肪族多価アルコールとを付加重合して得られるアダクト、ヘキサメチ
レンジイソシアネートからなるイソシアヌレート構造体（ヌレート構造体）、及び、ヘキ
サメチレンジイソシアネートからなるビウレットを挙げることができる。
【００７６】
上記アダクトとしては、例えば、下記一般式（８）：
【００７７】
【化８】

【００７８】
（式中、Ｒ９は、炭素数３～２０の脂肪族炭化水素基を表す。ｋは、３～２０の整数であ
る。）で表される構造を有するものが好ましい。
上記一般式（８）中のＲ９は、上記３価以上の脂肪族多価アルコールに基づく炭化水素基
であり、炭素数３～１０の脂肪族炭化水素基がより好ましく、炭素数３～６の脂肪族炭化
水素基が更に好ましい。
上記ｋは、３価以上の脂肪族多価アルコールの価数に対応する数である。上記ｋとして、
より好ましくは３～１０の整数であり、更に好ましくは３～６の整数である。
【００７９】
上記イソシアヌレート構造体は、分子中に、下記一般式（４）：
【００８０】
【化９】

【００８１】
で表されるイソシアヌレート環を１個又は２個以上有するものである。
上記イソシアヌレート構造体としては、上記イソシアネートの三量化反応により得られる
三量体、五量化反応により得られる五量体、七量化反応により得られる七量体等を挙げる
ことができる。
中でも、下記一般式（９）：
【００８２】
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【化１０】

【００８３】
で表される三量体が好ましい。
【００８４】
上記ビウレットは、下記一般式（１０）：
【００８５】

【化１１】

【００８６】
で表される構造を有する化合物であり、上記イソシアヌレート構造体を得る場合とは異な
る条件下で、ヘキサメチレンジイソシアネートを三量化することにより、得ることができ
る。
【００８７】
上記ブロック化剤としては、活性水素を有する化合物を用いることが好ましい。上記活性
水素を有する化合物としては、例えば、アルコール類、オキシム類、ラクタム類、活性メ
チレン化合物、及び、ピラゾール化合物からなる群より選択される少なくとも１種を用い
ることが好ましい。
【００８８】
このように、上記ブロックイソシアネートがヘキサメチレンジイソシアネートから誘導さ
れるポリイソシアネート化合物をブロック化剤で反応させて得られるものであり、上記ブ
ロック化剤は、アルコール類、オキシム類、ラクタム類、活性メチレン化合物、及び、ピ
ラゾール化合物からなる群より選択される少なくとも１種であることは、本発明の好まし
い実施形態の１つである。
【００８９】
上記ブロックイソシアネートを得るためのポリイソシアネート化合物（ＩＩ）が、ヘキサ
メチレンジイソシアネートと３価以上の脂肪族多価アルコールとのアダクトである場合、
該３価以上の脂肪族多価アルコールとしては、具体的には、グリセロール、トリメチロー
ルプロパン（ＴＭＰ）、１，２，６－ヘキサントリオール、トリメチロールエタン、２，
４－ジヒドロキシ－３－ヒドロキシメチルペンタン、１，１，１－トリス（ビスヒドロキ
シメチル）プロパン、２，２－ビス（ヒドロキシメチル）ブタノール－３等の３価アルコ
ール；ペンタエリスリトール、ジグリセロール等の４価アルコール；アラビット、リビト
ール、キシリトール等の５価アルコール（ペンチット）；ソルビット、マンニット、ガラ
クチトール、アロズルシット等の６価アルコール（ヘキシット）等が挙げられる。中でも
、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトールが特に好ましい。
ヘキサメチレンジイソシアネートと、上記のような３価以上の脂肪族多価アルコールとを
付加重合することにより、上記アダクトが得られる。
【００９０】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＩ）と反応させる、活性水素を有する化合物としては
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、具体的には、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、メトキ
シプロパノール等のアルコール類；アセトンオキシム、２－ブタノンオキシム、シクロヘ
キサノンオキシム等のオキシム類；ε－カプロラクタム等のラクタム類；アセト酢酸メチ
ル、マロン酸エチル等の活性メチレン化合物；３－メチルピラゾール、３，５－ジメチル
ピラゾール、３，５－ジエチルピラゾール等のピラゾール化合物等が挙げられ、これらの
１種又は２種以上を用いることができる。
中でも、活性メチレン化合物、オキシム類が好ましく、活性メチレン化合物がより好まし
い。
【００９１】
上記ブロックイソシアネートの市販品としては、デュラネートＫ６０００（旭化成ケミカ
ルズ株式会社製、ＨＤＩの活性メチレン化合物ブロックイソシアネート）、デュラネート
ＴＰＡ－Ｂ８０Ｅ（旭化成ケミカルズ株式会社製）、デュラネートＭＦ－Ｂ６０Ｘ（旭化
成ケミカルズ株式会社製）、デュラネート１７Ｂ－６０ＰＸ（旭化成ケミカルズ株式会社
製）、コロネート２５０７（日本ポリウレタン株式会社製）、コロネート２５１３（日本
ポリウレタン株式会社製）、コロネート２５１５（日本ポリウレタン株式会社製）、スミ
ジュールＢＬ－３１７５（住化バイエルウレタン株式会社製）、ＬｕｘａｔｅＨＣ１１７
０（オリン・ケミカルズ社製）、ＬｕｘａｔｅＨＣ２１７０（オリン・ケミカルズ社製）
等が挙げられる。
【００９２】
硬化剤として、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）から誘導されるポリイソシア
ネート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（ＩＩＩ）ともいう。）を用いることも
できる。ポリイソシアネート化合物（ＩＩＩ）としては、ポリイソシアネート化合物（Ｉ
Ｉ）として上述したものが挙げられる。中でも、ヘキサメチレンジイソシアネートからな
るイソシアヌレート構造体が好ましい。
【００９３】
ポリイソシアネート化合物（ＩＩＩ）の具体例としては、コロネートＨＸ（日本ポリウレ
タン（株）製、ヘキサメチレンジイソシアネートのイソシアヌレート構造体、ＮＣＯ含有
量２１．１％）、スミジュールＮ３３００（住化バイエル社製、ヘキサメチレンジイソシ
アネートのイソシアヌレート構造体）、タケネートＤ１７０Ｎ（三井化学社製、ヘキサメ
チレンジイソシアネートのイソシアヌレート構造体）等が挙げられる。
【００９４】
硬化剤として、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）から誘導されるポリイソシアネ
ート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）ともいう。）を用いることにより
、本発明における塗料から得られる硬化塗膜を有する太陽電池モジュールのバックシート
が、巻き取り工程等において該硬化塗膜が接触する面に対する耐ブロッキング性に優れた
ものとなる。
【００９５】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）としては、例えば、イソホロンジイソシアネート
と３価以上の脂肪族多価アルコールとを付加重合して得られるアダクト、イソホロンジイ
ソシアネートからなるイソシアヌレート構造体（ヌレート構造体）、及び、イソホロンジ
イソシアネートからなるビウレットを挙げることができる。
【００９６】
上記アダクトとしては、例えば、下記一般式（１１）：
【００９７】
【化１２】

【００９８】
（式中、Ｒ１０は、炭素数３～２０の脂肪族炭化水素基を表す。Ｒ１１は、下記一般式（
１２）：
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【００９９】
【化１３】

【０１００】
で表される基である。ｋは、３～２０の整数である。）で表される構造を有するものが好
ましい。
上記一般式（１１）中のＲ１０は、上記３価以上の脂肪族多価アルコールに基づく炭化水
素基であり、炭素数３～１０の脂肪族炭化水素基がより好ましく、炭素数３～６の脂肪族
炭化水素基が更に好ましい。
上記ｋは、３価以上の脂肪族多価アルコールの価数に対応する数である。上記ｋとして、
より好ましくは３～１０の整数であり、更に好ましくは３～６の整数である。
【０１０１】
上記イソシアヌレート構造体は、分子中に、下記一般式（４）：
【０１０２】

【化１４】

【０１０３】
で表されるイソシアヌレート環を１個又は２個以上有するものである。
上記イソシアヌレート構造体としては、イソホロンジイソシアネートの三量化反応により
得られる三量体、五量化反応により得られる五量体、七量化反応により得られる七量体等
を挙げることができる。
中でも、下記一般式（１３）：
【０１０４】
【化１５】

【０１０５】
（式中、Ｒ１１は、一般式（１１）中のＲ１１と同じである。）で表される三量体が好ま
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であることが好ましい。
【０１０６】
上記ビウレットは、下記一般式（１４）：
【０１０７】
【化１６】

【０１０８】
（式中、Ｒ１１は、一般式（１１）中のＲ１１と同じである。）で表される構造を有する
化合物であり、上記イソシアヌレート構造体を得る場合とは異なる条件下で、イソホロン
ジイソシアネートを三量化することにより、得ることができる。
【０１０９】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）としては、中でも、上記アダクト及び上記イソシ
アヌレート構造体からなる群より選択される少なくとも１種であることが好ましい。すな
わち、上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）は、イソホロンジイソシアネートと、３価
以上の脂肪族多価アルコールと、を付加重合して得られるアダクト、及び、イソホロンジ
イソシアネートからなるイソシアヌレート構造体からなる群より選択される少なくとも１
種であることが好ましい。
【０１１０】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）が、イソホロンジイソシアネートと３価以上の脂
肪族多価アルコールとのアダクトである場合、該３価以上の脂肪族多価アルコールとして
は、具体的には、グリセロール、トリメチロールプロパン（ＴＭＰ）、１，２，６－ヘキ
サントリオール、トリメチロールエタン、２，４－ジヒドロキシ－３－ヒドロキシメチル
ペンタン、１，１，１－トリス（ビスヒドロキシメチル）プロパン、２，２－ビス（ヒド
ロキシメチル）ブタノール－３等の３価アルコール；ペンタエリスリトール、ジグリセロ
ール等の４価アルコール；アラビット、リビトール、キシリトール等の５価アルコール（
ペンチット）；ソルビット、マンニット、ガラクチトール、アロズルシット等の６価アル
コール（ヘキシット）等が挙げられる。中でも、トリメチロールプロパン、ペンタエリス
リトールが特に好ましい。
【０１１１】
イソホロンジイソシアネートと、上記のような３価以上の脂肪族多価アルコールと、を付
加重合することにより、本発明で好適に用いられるアダクトが得られる。
【０１１２】
本発明で好ましく用いられるアダクトとして、具体的には、例えば下記一般式（１５）：
【０１１３】

【化１７】

【０１１４】
（式中、Ｒ１２は、下記一般式（１２）：
【０１１５】
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【化１８】

【０１１６】
で表される基である。）で表される化合物、すなわち、イソホロンジイソシアネートとト
リメチロールプロパン（ＴＭＰ）とを付加重合することにより得られるポリイソシアネー
ト化合物を挙げることができる。
【０１１７】
上記一般式（１２）で表されるポリイソシアネート化合物（イソホロンジイソシアネート
のＴＭＰアダクト体）の市販品としては、タケネートＤ１４０Ｎ（三井化学株式会社製、
ＮＣＯ含有量１１％）等が挙げられる。
【０１１８】
イソホロンジイソシアネートからなるイソシアヌレート構造体の市販品としては、デスモ
ジュールＺ４４７０（住化バイエルウレタン株式会社製、ＮＣＯ含有量１１％）等が挙げ
られる。
【０１１９】
上記硬化剤としては、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）及びビス（イソシアネート
メチル）シクロヘキサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）からなる群より選択される少なく
とも１種のイソシアネートから誘導されるポリイソシアネート化合物、ヘキサメチレンジ
イソシアネート（ＨＤＩ）に基づくブロックイソシアネート化合物、並びに、イソホロン
ジイソシアネート（ＩＰＤＩ）から誘導されるポリイソシアネート化合物からなる群より
選択される少なくとも１種の化合物がより好ましい。
【０１２０】
本発明における塗料が、キシリレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）
シクロヘキサンからなる群より選択される少なくとも１種のイソシアネート（ｉ）から誘
導されるポリイソシアネート化合物（Ｉ）を含む場合、該塗料から得られる塗膜は、太陽
電池モジュールの封止材として一般的なＥＶＡとの密着性に優れ、しかも、巻き取り時の
耐ブロッキング性にも優れるものであるため、一般に巻き取り工程を経て製造される太陽
電池モジュールのバックシートのコーティングに適している。
後述するように、太陽電池モジュールのバックシートにおいて、上記塗膜は水不透過性シ
ートの片面又は両面に形成される。
本発明における塗料から得られる塗膜が水不透過性シートの片面に形成され、かつ該水不
透過性シートの他方の面が非塗装面である場合には、該塗膜は、巻き取り工程において、
水不透過性シートの非塗装面と接触することになる。一方、上記塗膜が水不透過性シート
の片面に形成され、かつ該水不透過性シートの他方の面に他の塗料からなる塗膜（後述す
る硬化性官能基を有しない含フッ素ポリマー塗料の硬化塗膜、ポリエステル塗料の塗膜、
プライマー層等）や他のシートが設けられている場合には、本発明における塗料から得ら
れる塗膜は、巻き取り工程において、水不透過性シート上の他の塗料からなる塗膜や他の
シートと接触することになる。また、本発明における塗料から得られる塗膜が水不透過性
シートの両面に形成されている場合には、該塗膜は、巻き取り工程において、水不透過性
シートの他方の面に形成された同じ種類の塗膜と接触することになる。
本発明における塗料がポリイソシアネート化合物（Ｉ）を含む場合、該塗料から得られる
塗膜は、これらのいずれの場合にも、接触する面に対して優れた耐ブロッキング性を発揮
することができる。
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【０１２１】
本発明における塗料が、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）から誘導されるポリイ
ソシアネート化合物（ＩＶ）を含む場合、該塗料から得られる塗膜は、巻き取り時の耐ブ
ロッキング性に優れる。この塗膜は、水不透過性シートの片面、両面のいずれに形成され
る場合にも、上記と同様に、接触する面に対して優れた耐ブロッキング性を発揮すること
ができる。
【０１２２】
本発明における塗料が、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）に基づくブロックイ
ソシアネートを含む場合、該塗料は従来の硬化性官能基含有含フッ素ポリマー塗料に比べ
、ポットライフが著しく改善されたものとなる。塗料の使用可能時間を示すポットライフ
は、工程の自由度を高める観点から重要な指標の１つである。塗料のポットライフが長け
れば、塗布に比較的時間を要する用途にも適用することができ、また、塗料を調製した後
、一時的に貯蔵又は移送する必要があるような場合にも、作業時の塗料の流動性を確保で
きる。このような塗料は、従来硬化性官能基含有含フッ素ポリマー塗料が好適に用いられ
てきた、太陽電池モジュールのバックシートのコーティングにも極めて有用である。
【０１２３】
上記硬化剤としては、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）及びビス（イソシアネート
メチル）シクロヘキサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）からなる群より選択される少なく
とも１種のイソシアネートから誘導されるポリイソシアネート化合物、並びに、ヘキサメ
チレンジイソシアネート（ＨＤＩ）に基づくブロックイソシアネート化合物からなる群よ
り選択される少なくとも１種の化合物が特に好ましい。
【０１２４】
上記塗料における硬化剤の含有量は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー中の硬化性官能
基１当量に対して０．１～５当量であることが好ましく、０．５～１．５当量であること
がより好ましい。
【０１２５】
上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマー中の硬化性官能基の含有量は、ＮＭＲ、ＦＴ－Ｉ
Ｒ、元素分析、蛍光Ｘ線分析を単量体の種類によって適宜組み合わせることで算出できる
。
【０１２６】
本発明における塗料は、溶剤型塗料、水性型塗料、粉体型塗料等の形態に、常法により調
製することができる。なかでも成膜の容易さ、硬化性、乾燥性の良好さ等の点からは溶剤
型塗料の形態が好ましい。
【０１２７】
溶剤型塗料における溶剤としては、有機溶剤が好ましく、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸
イソプロピル、酢酸イソブチル、酢酸セロソルブ、プロピレングリコールメチルエーテル
アセテート等のエステル類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、
シクロヘキサノン等のケトン類；テトラヒドロフラン、ジオキサン等の環状エーテル類；
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等のアミド類；キシレン
、トルエン、ソルベントナフサ等の芳香族炭化水素類；プロピレングリコールメチルエー
テル、エチルセロソルブ等のグリコールエーテル類；カルビトールアセテート等のジエチ
レングリコールエステル類；ｎ－ペンタン、ｎ－ヘキサン、ｎ－ヘプタン、ｎ－オクタン
、ｎ－ノナン、ｎ－デカン、ｎ－ウンデカン、ｎ－ドデカン、ミネラルスピリット等の脂
肪族炭化水素類；これらの混合溶剤等が挙げられる。
中でも、エステル類が好ましく、酢酸ブチルが特に好ましい。
【０１２８】
本発明における塗料を溶剤型塗料とする場合、塗料の総量１００質量％に対する硬化性官
能基含有含フッ素ポリマーの濃度を５～９５重量％とすることが好ましく、１０～７０重
量％とすることがより好ましい。
【０１２９】
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本発明における塗料には、更に、要求特性に応じて各種の添加剤を配合することができる
。添加剤としては、硬化促進剤、顔料、顔料分散剤、消泡剤、レベリング剤、紫外線吸収
剤、光安定剤、増粘剤、密着改良剤、つや消し剤等が挙げられる。
【０１３０】
硬化促進剤としては、例えば有機スズ化合物、酸性リン酸エステル、酸性リン酸エステル
とアミンとの反応物、飽和または不飽和の多価カルボン酸またはその酸無水物、有機チタ
ネート化合物、アミン系化合物、オクチル酸鉛等が挙げられる。
【０１３１】
硬化促進剤は１種を用いてもよく、２種以上を併用してもよい。硬化促進剤の配合割合は
硬化性官能基含有含フッ素ポリマー１００重量部に対して１．０×１０－６～１．０×１
０－２重量部程度が好ましく、５．０×１０－５～１．０×１０－３重量部程度がより好
ましい。
【０１３２】
本発明における塗料は、更に顔料を含むことが好ましい。これにより、得られる硬化塗膜
がＵＶ遮蔽性に優れたものとなる。また、太陽電池モジュールの外観を美麗にする点から
も、顔料を添加することが強く望まれている。
顔料として具体的には、白色顔料である酸化チタン、炭酸カルシウムや、黒色顔料である
カーボンブラック、Ｃｕ－Ｃｒ－Ｍｎ合金等の複合金属類等の無機顔料；フタロシアニン
系、キナクリドン系又はアゾ系等の有機顔料等が挙げられるが、これらのみに限定される
ものではない。
【０１３３】
顔料の添加量は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー１００重量部に対して、０．１～２
００重量部とすることが好ましく、０．１～１６０重量部とすることがより好ましい。
【０１３４】
本発明における塗料は、更に紫外線吸収剤を含むことが好ましい。太陽電池は、紫外線の
強い屋外で長期間使用されるため、バックシートの紫外線による劣化の対策が求められる
。本発明における塗料に紫外線吸収剤を添加すれば、硬化塗膜層に紫外線吸収の機能を付
与することができる。
紫外線吸収剤としては、有機系、無機系のいずれの紫外線吸収剤も用いることができる。
有機化合物系では、例えばサリチル酸エステル系、ベンゾトリアゾール系、ベンゾフェノ
ン系、シアノアクリレート系等の紫外線吸収剤等があげられ、無機系では酸化亜鉛、酸化
セリウム等のフィラー型無機系紫外線吸収剤等が好ましい。
【０１３５】
紫外線吸収剤は１種を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。紫
外線吸収剤の量は、塗料中の硬化性官能基含有含フッ素ポリマーの総量１００質量％に対
して０．１～１５質量％であることが好ましい。紫外線吸収剤の量が少なすぎる場合には
、耐光性の改良効果が充分に得られず、また、多すぎても効果が飽和する。
【０１３６】
本発明における塗膜は、該塗料を水不透過性シートに塗布し、硬化することにより形成す
ることができる。水不透過性シートへの硬化塗膜の形成は、本発明における塗料をその塗
料形態に応じて、水不透過性シートに塗装することにより行う。
【０１３７】
塗装は塗装形態における通常の条件の温度範囲内で行えばよく、硬化及び乾燥は、溶剤型
塗料の場合、１０～３００℃、通常は１００～２００℃で、３０秒から３日間行う。した
がって、本発明の太陽電池モジュールのバックシートを構成する水不透過性シートとして
、Ｓｉ蒸着ＰＥＴシートのような高温での処理を避けたい材料も問題なく使用できる。硬
化及び乾燥させた後、養生してもよく、養生は、通常、２０～３００℃にて１分間～３日
間で完了する。
【０１３８】
水不透過性シートへの塗装は、本発明における塗料を水不透過性シートに直接塗布するこ
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とにより行ってもよいし、またプライマー層等を介して塗布することにより行ってもよい
。
【０１３９】
上記プライマー層の形成は、従来公知のプライマー用塗料を用いて、常法により行う。プ
ライマー用の塗料としては、例えばエポキシ樹脂、ウレタン樹脂、アクリル樹脂、シリコ
ーン樹脂、ポリエステル樹脂等が代表例として挙げられる。
【０１４０】
本発明における塗膜は、アセトンによるソックスレー抽出からゲル分率として計算される
架橋度が９０～１００％であることが好ましく、９５～１００％であることがより好まし
く、９８～１００％であることが更に好ましい。
【０１４１】
硬化塗膜の膜厚は、５μｍ以上とすることが、隠蔽性、耐候性、耐薬品性、耐湿性が良好
な点から好ましい。より好ましくは７μｍ以上、更に好ましくは１０μｍ以上である。上
限は、余り厚くすると軽量化効果が得られなくなるので、１０００μｍ程度が好ましく、
１００μｍがより好ましい。膜厚としては、特に１０～４０μｍが好ましい。
【０１４２】
本発明における塗膜の、少なくとも水不透過性シートと反対側の面には、表面処理層が形
成されている。
【０１４３】
上記表面処理層は、上記塗膜に表面処理を施すことにより得られる層である。表面処理と
しては、コロナ放電処理、プラズマ放電処理、化成処理、ブラスト処理等が例示できる。
いずれの処理も、従来公知の方法を採用してよい。
【０１４４】
上記表面処理層は、なかでも、コロナ放電処理及び／又はプラズマ放電処理により得られ
ることが好ましい。コロナ放電処理及びプラズマ放電処理における放電は、ライン速度５
～１０００ｍ／分、放電強度０．１～１０ｋＷで行うことが好ましい。ライン速度は１０
～１０００ｍ／分がより好ましく、１０～９００ｍ／分が更に好ましい。放電強度は０．
１～８ｋＷがより好ましく、０．１～６ｋＷが更に好ましい。
処理温度は下限０℃、上限１００℃の範囲で任意に設定することができる。
【０１４５】
上記表面処理層は、上記塗膜の水不透過性シートと反対側の面のみに形成されてもよく、
両面に形成されてもよい。
【０１４６】
本発明の太陽電池モジュールのバックシートを構成する水不透過性シートは、封止材や太
陽電池セルに水分が透過しないように設けられる層であり、水が実質的に透過しない材料
であれば使用できるが、重量や価格、可撓性等の点から、ＰＥＴシート、Ｓｉ蒸着ＰＥＴ
シート、アルミニウムやステンレススチール等の金属薄シート等が多用されている。なか
でもＰＥＴシートがよく用いられている。厚さは通常５０～２５０μｍ程度である。なか
でも特に防湿性が必要な場合はＳｉ蒸着ＰＥＴシートがよく用いられている。厚さは通常
１０～２０μｍ程度である。
【０１４７】
また、上記塗膜との接着性を向上させるために、水不透過性シートに従来公知の表面処理
を行ってもよい。表面処理としては、例えばコロナ放電処理、プラズマ放電処理、化成処
理、金属シートの場合はブラスト処理等が例示できる。
【０１４８】
上記塗膜を上記水不透過性シート上に形成する方法は、上述したとおりである。
上記塗膜は、上記水不透過性シートの片面にのみ形成されてもよいし、両面に形成されて
もよい。
【０１４９】
本発明は、上記バックシート、及び、該バックシートの上に形成された封止材層を有する
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太陽電池モジュールでもある。
【０１５０】
上記バックシートは、水不透過性シートの片面又は両面に、特定の塗料からなり、かつ表
面処理された塗膜を有するものであるため、該バックシートを備える本発明の太陽電池モ
ジュールは、長期間にわたって高い発電効率を維持することが可能である。
【０１５１】
また、上記バックシートは封止材（例えばＥＶＡ）との密着性にも優れるため、該バック
シートを備える本発明の太陽電池モジュールにおいては、封止材層とバックシートとの界
面に空隙が生じにくく、より確実に太陽電池セルを保護することができる。
【０１５２】
本発明の太陽電池モジュールは、上記構成を有することにより、高温多湿な環境下でも使
用することができる。
【０１５３】
上記封止材層は、太陽電池セルを封止するための層であり、エチレン／酢酸ビニル共重合
体（ＥＶＡ）、ポリビニルブチラール（ＰＶＢ）、シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、アク
リル樹脂等で構成されることが好ましい。なかでも、ＥＶＡが好ましく用いられる。
【０１５４】
本発明の太陽電池モジュールにおいて、上記封止材層は、本発明における塗膜上に形成さ
れた表面処理層の上に形成されていることが好ましい。この場合、封止材層と上記表面処
理層とが直接接することになるため、長期間にわたる発電効率の維持効果や、封止材層と
バックシートとの密着性向上効果を一層顕著にすることができる。
【０１５５】
上記太陽電池モジュールの好ましい構造としては、例えば、図１～３に示すものが挙げら
れる。
図１に示される第１の構造において、太陽電池セル１は、封止材層２に封止されており、
該封止材層２は、表面層３とバックシート４とで挟まれている。バックシート４は更に水
不透過性シート５と本発明における塗料から得られる硬化塗膜６とから構成されている。
この第１の構造では、硬化塗膜６は封止材層２側にのみ設けられている。
【０１５６】
上記封止材層２は、エチレン／酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）、ポリビニルブチラール（
ＰＶＢ）、シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、アクリル樹脂等で構成される。
上記表面層３には、通常ガラス板が用いられるが、樹脂シート等のフレキシブルな材料を
用いてもよい。
【０１５７】
図２に示される第２の構造において、バックシート４は、水不透過性シート５の両面に硬
化塗膜６が形成されてなる３層構造のものである。
【０１５８】
この第２の構造は、バックシートの膜厚は増加するものの、封止材層２側の硬化塗膜６に
よる発電効率の維持及び密着性と、封止材層２と反対側の硬化塗膜６による耐候性との両
方の利点を併せもつものである。
【０１５９】
３層構造のバックシートとしては、また、水不透過性シートの一方の面に本発明における
塗料から得られる硬化塗膜が形成され、他方の面に、硬化性官能基を有しない含フッ素ポ
リマー塗料の硬化塗膜、含フッ素ポリマーシート、ポリエステルシートまたはポリエステ
ル塗料の塗膜（他のシートまたは塗膜）が形成されてなる３層構造のバックシートでもよ
い。
【０１６０】
図３に示される第３の構造において、バックシート４は、水不透過性シート５の封止材層
２側に本発明における塗料から得られる硬化塗膜６が形成され、封止材層２と反対側に他
の塗膜７が形成されている構造を有するものである。
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塗膜７を構成する材料は、硬化性官能基を有しない含フッ素ポリマー塗料の硬化塗膜でも
、含フッ素ポリマーシートでも、ポリエステルシートでも、ポリエステル塗料の塗膜でも
よい。
【０１６１】
上記硬化性官能基を有しない含フッ素ポリマー塗料の硬化塗膜としては、例えば特開２０
０４－２１４３４２号公報に記載されているＰＶｄＦにテトラアルコキシシランまたはそ
の部分加水分解物を配合した塗料の硬化塗膜、ＶｄＦ／ＴＦＥ／ＣＴＦＥ共重合体とアル
コキシシラン単位含有アクリル樹脂との混合塗料の硬化塗膜、ＶｄＦ／ＴＦＥ／ＨＦＰ共
重合体と水酸基含有アクリル樹脂との混合塗料の硬化塗膜、ＶｄＦ／ＨＦＰ共重合体にア
ミノシランカップリング剤を配合した塗料の硬化塗膜等が挙げられる。膜厚は、通常、５
～３００μｍとすることが、隠蔽性、耐候性、耐薬品性、耐湿性が良好な点から好ましい
。より好ましくは１０～１００μｍ、更に好ましくは１０～５０μｍである。この場合も
、プライマー層等を介してもよい。
【０１６２】
上記含フッ素ポリマーシートとしては、ＰＶｄＦシートやＰＶＦシート、ＰＣＴＦＥシー
ト、ＴＦＥ／ＨＦＰ／エチレン共重合体シート、ＴＦＥ／ＨＦＰ共重合体（ＦＥＰ）シー
ト、ＴＦＥ／ＰＡＶＥ共重合体（ＰＦＡ）シート、エチレン／ＴＦＥ共重合体（ＥＴＦＥ
）シート、エチレン／ＣＴＦＥ共重合体（ＥＣＴＦＥ）シート等、現在のバックシートに
使用されている含フッ素ポリマーシートが挙げられる。膜厚は、通常、５～３００μｍと
することが、耐候性が良好な点から好ましい。より好ましくは１０～１００μｍ、更に好
ましくは１０～５０μｍである。
【０１６３】
上記ポリエステルシートとしては、従来のバックシートで使用されているものがそのまま
使用でき、その水不透過性シート５への接着はアクリル系接着剤、ウレタン系接着剤、エ
ポキシ系接着剤、ポリエステル系接着剤等によって行うことができる。膜厚は、通常５～
３００μｍとすることが、耐候性、コスト、透明性が良好な点から好ましい。より好まし
くは１０～１００μｍ、更に好ましくは１０～５０μｍである。
【０１６４】
上記ポリエステル塗料としては、多価カルボン酸と多価アルコール等とを用いた飽和ポリ
エステル樹脂を用いたもの、無水マレイン酸、フマル酸等とグリコール類とを用いた不飽
和ポリエステル樹脂を用いたもの等があげられ、ロールコート、カーテンコート、スプレ
ーコート、ダイコート等の塗装方法により塗膜を形成できる。膜厚は、５～３００μｍと
することが隠蔽性、耐候性、耐薬品性、耐湿性が良好な点から好ましい。より好ましくは
１０～１００μｍ、更に好ましくは１０～５０μｍである。この場合も、プライマー層等
を介してもよい。
【０１６５】
本発明の太陽電池モジュールは、ダンプヒート試験４０００時間後の最大出力が、試験開
始時の最大出力の９０％以上であることが好ましい。このような太陽電池モジュールは、
長期間の使用においても高い発電効率を維持することが可能である。ダンプヒート試験４
０００時間後の最大出力は、試験開始時の最大出力の９４％以上であることがより好まし
い。
【発明の効果】
【０１６６】
本発明の太陽電池モジュールのバックシートは、上述の構成よりなるものであるので、長
期間にわたって高い発電効率を維持できる太陽電池モジュールを構成することが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【０１６７】
【図１】図１は、太陽電池モジュールの第１の構造の概略断面図である。
【図２】図２は、太陽電池モジュールの第２の構造の概略断面図である。
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【図３】図３は、太陽電池モジュールの第３の構造の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０１６８】
本発明を実施例により更に詳細に説明するが、本発明はこの実施例により限定されるもの
ではない。
【０１６９】
調製例１
硬化性ＴＦＥ系共重合体（ダイキン工業（株）製のゼッフルＧＫ５７０、固形分６５質量
％、水酸基価６０ｍｇＫＯＨ／ｇ、溶剤：酢酸ブチル）２０２質量部、白色顔料として酸
化チタン（堺化学工業（株）製のＤ９１８）２６３質量部、酢酸ブチル１６７質量部を攪
拌下に予備混合した後、直径１．２ｍｍのガラスビーズを６３２質量部入れ、顔料分散機
にて１５００ｒｐｍで１時間分散させた。その後、＃８０メッシュのフルイでガラスビー
ズをろ過し、その溶液に硬化性ＴＦＥ系共重合体（ゼッフルＧＫ５７０）を２８３質量部
、酢酸ブチル８５質量部加えて白色分散液１を調製した。
【０１７０】
この白色分散液１の１００質量部に硬化剤（スミジュールＮ３３００（住化バイエル社製
））７質量部（硬化性ＴＦＥ系共重合体中の硬化性官能基１当量に対して１．０当量に相
当）を配合して、塗料１を調製した。
【０１７１】
調製例２
上記調製例１で調製した白色分散液１の１００質量部に硬化剤としてタケネートＤ１２０
Ｎ（三井化学社製）１４質量部（硬化性ＴＦＥ系共重合体中の硬化性官能基１当量に対し
て１．０当量に相当）を配合して、塗料２を調製した。
【０１７２】
調製例３
上記調製例１で調製した白色分散液１の１００質量部に硬化剤としてタケネートＤ１４０
Ｎ（三井化学社製）１４質量部（硬化性ＴＦＥ系共重合体中の硬化性官能基１当量に対し
て１．０当量に相当）を配合して、塗料３を調製した。
【０１７３】
調製例４
硬化性ＣＴＦＥ系共重合体（旭硝子（株）製のルミフロンＬＦ２００、固形分６０質量％
、水酸基価５２ｍｇＫＯＨ／ｇ、溶剤：キシレン）２０２質量部、白色顔料として酸化チ
タン（堺化学工業（株）製のＤ９１８）２４２質量部、酢酸ブチル１５４質量部を攪拌下
に予備混合した後、直径１．２ｍｍのガラスビーズを６３２質量部入れ、顔料分散機にて
１５００ｒｐｍで１時間分散させた。その後、＃８０メッシュのフルイでガラスビーズを
ろ過し、その溶液に硬化性ＣＴＦＥ系共重合体（ルミフロンＬＦ２００）を２８３質量部
、酢酸ブチル７８質量部加えて白色分散液２を調製した。
【０１７４】
この白色分散液２の１００質量部に硬化剤（スミジュールＮ３３００（住化バイエル社製
））６質量部（硬化性ＣＴＦＥ系共重合体中の硬化性官能基１当量に対して１．０当量に
相当）を配合して、塗料４を調製した。
【０１７５】
作製例１
水不透過性シートとして、ＰＥＴフィルム（東レ（株）製のルミラーＳ１０、厚さ２５０
μｍ。シートＡ）を使用し、このシートＡの片面に調製例１で調製した塗料１を乾燥膜厚
が１０μｍとなるようにコーターにて塗装し、１２０℃で２分間乾燥した。さらにもう一
方の面も同様に塗装、乾燥を行い３層構造のバックシートＡ１を作製した。
【０１７６】
作製例２
調製例２で作製した塗料２を用いて、作製例１と同様の方法でバックシートＡ２を作製し
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た。
【０１７７】
作製例３
調製例３で作製した塗料３を用いて、作製例１と同様の方法でバックシートＡ３を作製し
た。
【０１７８】
作製例４
調製例４で作製した塗料４を用いて、作製例１と同様の方法でバックシートＡ４を作製し
た。
【０１７９】
作製例１～４で作製したバックシートＡ１～Ａ４のＥＶＡ接着層側の表面（後述する工程
でＥＶＡ層と接着されることになる表面）をコロナ放電処理機でライン速度１００ｍ／分
、放電強度１ｋＷで処理を施し、表面処理バックシートＢ１～Ｂ４を作製した。
【０１８０】
実施例１
図２で示されているような構成の太陽電池モジュールを得るために、表面層３に強化ガラ
ス板（１８ｃｍ角）、封止材層２としてエチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）からな
る樹脂シート（１８ｃｍ角）、太陽電池セル１に多結晶シリコン太陽電池セル（１５ｃｍ
角）、バックシート４として、上記で作製しコロナ放電処理を行ったバックシートＢ１（
１８ｃｍ角）を用い、バックシートＢ１のコロナ処理面をＥＶＡ側に向けて積層し、真空
ラミネーター（ＮＰＣ社製）を用いて、温度１３５℃、真空引き５分、大気圧加圧１５分
でラミネートを行い、太陽電池モジュール用積層体を作製した。太陽電池モジュール用積
層体を作製した際、太陽電池セルに配線された電線は、太陽電池セル１と封止材層２の間
から外部へと出しておいた。
【０１８１】
次に、上記で作製した太陽電池モジュール用積層体の端面をフレーム（アルミニウム製）
で封止し、フレームと太陽電池モジュール用積層体の隙間には市販のシリコーンシーラン
ト（東レダウコーニング社製）を流し込んで接着・封止を行い１週間室温下で養生を行い
、太陽電池モジュールＭ１を作製した。
【０１８２】
実施例２
バックシート４として表面処理バックシートＢ２を用いて、実施例１と同様の方法で太陽
電池モジュールＭ２を作製した。
【０１８３】
実施例３
バックシート４として表面処理バックシートＢ３を用いて、実施例１と同様の方法で太陽
電池モジュールＭ３を作製した。
【０１８４】
実施例４
バックシート４として表面処理バックシートＢ４を用いて、実施例１と同様の方法で太陽
電池モジュールＭ４を作製した。
【０１８５】
比較例１
実施例１のバックシート４に代えて、硬化塗膜６の代わりに、市販の太陽電池バックシー
ト用フッ化ビニル重合体（ＰＶＦ）フィルムを水不透過性シートに積層したバックシート
Ｔ１を特に表面処理をせずに使用した。それ以外は実施例１と同様の方法を用いて太陽電
池モジュールＭ５を作製した。
【０１８６】
比較例２
実施例１のバックシート４に代えて、硬化塗膜６の代わりに、市販の太陽電池バックシー
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ト用フッ化ビニリデン重合体（ＰＶＤＦ）フィルムを水不透過性シートに積層したバック
シートＫ１を特に表面処理をせずに使用した。それ以外は実施例１と同様の方法を用いて
太陽電池モジュールＭ６を作製した。
【０１８７】
比較例３
実施例１のバックシート４に代えて、表面処理の行われていないバックシートＡ１を使用
した。それ以外は実施例１と同様の方法を用いて太陽電池モジュールＭ７を作製した。
【０１８８】
試験方法及び測定方法は次のとおりである。
【０１８９】
（膜厚）
ＪＩＳ　Ｃ－２１５１に準じて、マイクロメーター（ミツトヨ社製）で測定した。
【０１９０】
（発電効率）
ＪＩＳ　Ｃ８９１３に準じて、ソーラーシミュレーター（日清紡メカトロニクス社製）を
用いて測定した。
【０１９１】
（促進耐久試験（ダンプヒート試験、高温恒湿試験））
ＪＩＳ　Ｃ８９９０を参考に、ＪＩＳ　Ｃ６００６８－２－７８に準じて行った（温度：
８５℃、相対湿度：８５％）。
任意の時間が経過する毎に、上述した方法で発電効率を測定した。結果を表１に示す。
【０１９２】
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【表１】

【符号の説明】
【０１９３】
１：太陽電池セル
２：封止材層
３：表面層
４：バックシート
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５：水不透過性シート
６：硬化塗膜
７：他の塗膜

【図１】

【図２】

【図３】
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